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研究要旨 重要な意思決定支援場面において、意思決定能力に基づく適切な

支援の提供を、がん診療連携拠点病院において実現することを目指し、介入

プログラムの開発を進めた。ガイドラインに沿った実践を行う教育プログラ

ムと関連資材を開発し、実施可能性を検証した。 

 

 

A．研究目的 
 超高齢社会を迎えたわが国では、65歳以上

人口が 3617 万人（総人口比 28.7%）、75 歳以

上人口も 1871 万人(総人口比 14.9%)(2020 年

9 月 15 日現在推計)となった。今後団塊の世

代が後期高齢者に入る 2025 年までには、都市

部を中心に高齢者の人口が 1.5-2 倍程度に急

増することが推測されている。特に、後期高

齢者は、何らかの医療を受けつつも、比較的

自 立 し た 社 会 生 活 を 営 む (Vunlerable 

Elders)場合が多く、どのような支援方法望ま

れるのか、治療が必要となった場合には治療

の適応はどのようにすればよいのか、等議論

の焦点となっている。 

 高齢者の増加を背景に、意思決定に関して

の知識の普及や実践の必要性が指摘されてい

る。意思決定は、医療においては適切なイン

フォームド・コンセントを実現する上で最重

要な課題であるとともに、療養生活の質を向

上させるためには、アドバンス・ケア・プラン

ニングでも中心的なテーマである。近年では、

がん以外の疾病への緩和ケアを適応する動き

が求められる中で、がん医療のみならず、循

環器や老年医療においても検討されつつある。

緩和ケアにおける経験と実践が、より広く社

会に貢献することも強く期待される領域であ

る。 

 第 3 期がん対策推進基本計画において、コ

ミュニケーションの充実や意思決定支援ガイ

ドラインの作成など意思決定支援を進めるた

めの取組みが行われてきた。しかし、体験調

査等では十分に行われていない課題がある。

加えて、障害者権利条約を受け、医療の領域

でも合理的配慮のもとに、本人自身による意

思決定を実現する体制の整備が求められてい

る。がん診療連携拠点病院において実施可能

な汎用性の高い簡便な介入方法を整備するこ

とが急務である。 

 そこで、本研究においては、高齢者等にお

ける意思決定支援の現状調査に基づき、意思

決定支援に関する手引きならびに教育プログ

ラムの開発を進めてきた。本年度においては、

実態調査ならびに教育プログラムの試行を踏

まえ、教育プログラムの修正ならびに、施設

向けの支援プログラムの構成を検討した。 

 

 

B．研究方法 
  がん患者指導管理料を取得する医師・看

護師による面接場面における支援の実態調査

ならびに教育プログラムの試行を踏まえて、

精神科医、がん治療医、専門看護師、生命倫理

の専門家等を含むエキスパートにより、わが

国のがん医療における意思決定支援の普及に

資する教育プログラムの開発を進めた。 

教育プログラムのコアコンセプトに沿って、

教育資材の開発を進めた。 

 

 

（倫理面への配慮） 

本研究のプロトコールは、倫理審査委員会

の審査を受け、研究内容の妥当性、人権お

よび利益の保護の取り扱い、対策、措置方

法について承認を受けることとする。イン
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フォームド・コンセントには十分に配慮し、

参加もしくは不参加による不利益は生じな

いことや研究への参加は自由意思に基づく

こと、参加の意思はいつでも撤回可能であ

ること、プライバシーを含む情報は厳重に

保護されることを明記し、書面を用いて協

力者に説明し、書面にて同意を得る。 

 

 

C．研究結果 
 トライアルを踏まえ、教育プログラムに修

正を加えた。臨床場面に沿った検討を行うこ

と教育効果を高めるために、臨床で生じる典

型的な場面を用いたトリガービデオを作成し

追加した。 

 

 

D．考察 
 高齢がん患者の意思決定支援の現状を踏ま

え、わが国の意思決定支援の質の向上に資す

る支援技術の開発を行った。従来、高齢がん

患者の意思決定支援の困難さは指摘されてい

たが、その困難の構成要素を検討し、教育プ

ログラムに活かす試みは初めてである。今後、

開発した教育プログラムの効果検証を行い、

介入プログラムの開発を進める予定である。 

 

 

E．結論 
 高齢がん患者の意思決定支援の現状を踏ま

え、わが国の意思決定支援の質の向上を目的

に、教育プログラムの開発を行った。今後実

施可能性を確認し、効果検証を進める予定で

ある。 

 

 

F．健康危険情報  

特記すべきことなし。 
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るがん患者へのケアと意思決定支援～
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6. 小川朝生 , がん患者の睡眠障害. 第

28 回日本行動医学会学術総会; 2021 
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H．知的財産権の出願・登録状況（予定を

含む。） 

1．特許取得 

 なし。 

2．実用新案登録 

 なし。 

3．その他 

特記すべきことなし。 
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